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はじめに
　古墳時代後期の関東では、100m を超える大型前方後円墳が数多く築造されたことが知られる。
特に、「国造」領域に連綿と有力古墳の築造が行われる地域の多い点が注目される。５世紀末～
６世紀前半における列島規模の政治変動と各地の首長墓の固定現象、国造制の成立と展開、その
歴史的文脈において当該期の地域研究が果たす役割は大きい（城倉2011）。
　一方、早稲田大学は1956年に滝口宏教授によって行われた芝山古墳群の調査を契機として九十
九里地域をフィールドに地域研究を蓄積してきた。しかし、その成果については正式な報告書が
刊行されていない調査もあり、先学の優れた調査成果を現代的な視点で再評価しながら、新しい
調査研究を蓄積しなければならない時に来ている。以上を踏まえ、早稲田大学考古学研究室では、
古墳～古代の九十九里地域を再評価すべく、2011年８月に芝山町高田２号墳の測量及び GPR 探
査を実施した。本稿はその成果報告である（1）。	 （城倉正祥・久保田慎二）
１．調査の体制と経過
１－１　調査の体制
　高田２号墳の調査体制は以下の通りである。
【対象】高田２号墳（第１次調査）
【所在地】千葉県山武郡芝山町高田字小谷田台地先
【調査面積】約10000㎡
【調査主体】早稲田大学文学部考古学研究室
【調査担当】城倉正祥（専任講師）
【調査庶務】久保田慎二（助手）
【学生隊長】青木弘（博士後期課程）
【調査参加者】ナワビ	アハマッド	矢麻（文学部４年生）、今城未知・後藤里英・鈴木徳彦・髙橋
晶子（文学部３年生）、明石千鶴・伊東真佑子・福岡佑斗（文学部２年生）、福田莉紗（文化構想
学部２年生）
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【調査協力】勝俣雄吾（地権者・芝山町役場）、奥住淳・渡辺修司（芝山町教育委員会）、小野本
敦（国分寺市教育委員会）、伝田郁夫（大田区立郷土博物館）、片野ゆうみ（練馬区立石神井公園
ふるさと文化館）、三井猛・梅田由子（三井考測）、髙山信吾（宝塚大学）、番光（奈良文化財研
究所）、芝山町教育委員会、芝山町立芝山古墳・はにわ博物館、日経コンサルタント株式会社
　本調査は、芝山町教育委員会の全面的な協力と援助を受けて実施した。また、GPR 探査に関
しては、早稲田大学と独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所の間で、連携研究の協定を
締結し、小澤毅・金田明大・西口和彦（奈良文化財研究所）が中心となって調査を実施した。
１－２　調査の経過
　本調査の経過は表１の通りである。
　調査は26日間実施し、うち３日間を準備・撤収、21日間を作業に費やし、２日間は雨天のため
完全に作業を中止した。	 （城倉正祥・青木弘）
２　地理・歴史的環境と既往の調査
２－１　古墳時代後期から終末期の様相
　九十九里地域は、太平洋に面する下総台地南辺から九十九里海岸平野に至る地理的特徴を有す
る。栗山川・木戸川・境川・作田川・成東川など小河川が太平洋に向けて南流するが、これらの
小河川沿いの台地、あるいは小支谷上に古墳時代の遺跡は立地する（図１・表２）。一方、九十
里海岸平野には古墳時代の遺跡は少なく、奈良・平安時代に至って展開する。
　高田２号墳は芝山町高田に所在し、木戸川西岸の台地上の比較的高所に位置し、隣接する高田
全　体 外　業 内　業
8/5 ・宿舎整備・機材搬入
6 ・現地機材搬入 ・墳丘の伐採と清掃 ・伐採前写真撮影
7 ・杭打ち（P0・P・R路線）・水準測量
8 ・閉合トラバース（P路線）・結合トラバース（R路線）・水準測量 ・座標計算
9 ・調査前写真撮影・杭打ち（Q・S路線）・旧調査の杭の検出・水準測量 ・座標計算・紙割・進捗状況一覧の作製
10 ・地形測量 ・進捗状況一覧の作製
11 ・雨により 17 時作業中止 ・結合トラバース（Q・S路線） ・座標計算・進捗状況一覧の作製
12 ・水準測量 ・図面調整・進捗状況一覧の作製
13
14
15
16
17
18
19 ・雨により 9時半作業中止
20 ・地形測量
21 ・雨により作業中止 ・図面調整・進捗状況一覧の作製
22 ・雨により午後から作業 ・地中レーダー探査
23
24 ・電気探査
25 ・午後より地形測量再開
26 ・雨により 16 時作業中止 ・地形測量
27
28 ・世界測地系（第Ⅸ系）結合トラバース測量
29 ・機材撤収と清掃 ・古墳から機材撤収 ・宿舎で機材洗浄 ・図面調整・調査結果一覧の作製
30 ・宿舎撤収・大学帰着
表１　調査経過
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１号墳（木戸前１号墳）とともに高田古墳群を形成する。墳丘規模から考えても、２号墳は古墳
群の盟主的存在である。
　高田２号墳が築造された６世紀の九十九里地域では、爆発的に古墳の築造が増加する。図１・
表２では、前方後円墳が存在する古墳群を中心に示しているが、本地域には規模の大きい古墳で
構成される古墳群から群集墳まで数多くの古墳が分布する。代表的な前方後円墳としては、大堤
権現塚古墳（117m）・御前鬼塚古墳（105m）・西ノ台古墳（90m）・殿塚古墳（88m）・小池大塚
古墳（76m）・朝日の岡古墳（76m）・北条塚古墳（74m）が挙げられる。また、山室姫塚古墳
（66m）・大里田辺台７号墳（47m）・経僧塚古墳（45m）・カブト塚古墳（43m）など大型円墳も
存在する。
　九十九里地域では、全国的にも類例の少ない長方形周溝、「変則的古墳」と呼ばれる特殊な埋
葬施設の在り方、「九十九里A・Bタイプ」や「下総型」埴輪など、地域色の強い要素が認めら
れる一方で、湖西産須恵器や装飾付大刀、東北由来の土器といった広範な分布域をもつ遺物も存
在し、地域的な特徴を明確に持ちつつも広範囲の活発な交流が認められる。
　また、匝瑳市（旧八日市場市）の下総台地南辺沿いに横穴墓が多く存在し、後期から終末期に
及ぶ造営が想定される。さらに、真行寺廃寺・八日市場廃寺・嶋戸東遺跡など初期寺院と官衙関
連遺跡も確認されている。古墳時代後期から終末期、そして奈良時代への変遷を一地域の具体像
として明らかにし得る点で、九十九里地域は重要なフィールドである。
２－２　既往の調査
　高田古墳群は現状で前方後円墳２基と円墳２基で構成されるが、かつては小円墳が数多く存在
していたとされる（図２）。前方後円墳の１号墳は、1965年に坂井利明（本郷高等学校歴史研究
会）によって発掘調査が行われている。墳丘裾部から人物埴輪列、後円部墳頂からは箱式石棺が
検出されたが、現在は農地化によって湮滅している（坂井1966）。
　２号墳は1991年に山武郡市文化財センターによって範囲確認のための発掘調査が行われている。
墳裾の確認のために設定された１～８トレンチからは周溝が検出され、およその墳丘形態が判明
している（図２下）。その成果から福間元は、２号墳と殿塚古墳の墳丘形態の共通性を指摘する
（山武郡市文化財センター 1992）。
　以上、２号墳は墳丘の遺存状態も良好で、殿塚古墳との関係性が想定されている点など、当該
地域の階層的な構造を明らかにする上で重要な古墳である。測量・GPR 探査・発掘などの基礎
的な調査を進めることで、成果が上がると予想される。	 （青木弘）
３．トラバースと地形測量の方法
　今回の測量調査では、平板を用いずトータルステーション３台を用いたＴＳ測量を実施した。
基準杭に関しては、古墳内で局地のトラバース網を構築し、既知の１級基準点を結ぶ結合トラ
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図１　高田２号墳の周辺地形と遺跡
千葉県芝山町高田２号墳の測量調査 35
№ 名称 代表古墳 所在 河川 前方後円墳 円墳 方墳 不明・消滅 横穴墓
1 高田古墳群 高田2号墳 芝山町 木戸川 2 2 － －
2 五十石古墳群 芝山町 木戸川 1 3
3 山田・宝馬古墳群 芝山町 木戸川 13 180 131
4 小池古墳群 芝山町 木戸川 2 3
5 船塚古墳群 小池大塚古墳 芝山町 木戸川 1 3
6 中台古墳群 殿塚・姫塚古墳 横芝町 木戸川 2 16
7 蕪木台古墳群 松尾町 木戸川 1 6
8 蕪木古墳群 朝日の岡古墳 松尾町 木戸川 4 14
9 大堤古墳群 大堤権現塚古墳 松尾町 木戸川 2 5
10 谷津古墳群 芝山町 木戸川 1 2 2
11 大塚古墳群 大塚姫塚古墳 松尾町 木戸川 12
12 金尾古墳群 松尾町 木戸川 1 14 1
13 上大蔵古墳群 松尾町 木戸川 16 1
14 埴谷古墳群 山武町 境川 4 12
15 諸木内古墳群 山武町 境川 2 39 37
16 胡摩手台古墳群 山武町 境川 6 48 1 4
17 根崎古墳群 山武町 境川 9 1
18 麻生新田古墳群 カブト塚古墳 山武町 境川 17 2 3
19 真行寺古墳群 経僧塚古墳 成東町 境川 2 13 4
20 富田古墳群 成東町 境川 1 10
21 板附古墳群 西ノ台・不動塚・駄ノ塚 成東町 作田川 3 23 2
22 和田古墳群 成東町 作田川 2 22
23 市場古墳群 成東町 作田川 1 4
24 湯坂古墳群 成東町 作田川 1 8
25 家之子古墳群 東金市 作田川 6 54 4
26 道庭古墳群 東金市 作田川 33
27 大里田辺台古墳群 7号墳 芝山町 高谷川 11
28 東風山横穴群 芝山町 高谷川 4
29 木戸台・町原古墳群 横芝町 高谷川 1 7 3
30 取立古墳群 4号墳 横芝町 高谷川 1 7
31 大殿台古墳群 芝山町 高谷川 1 1
32 上吹入・林古墳群 芝山町 高谷川 1 8
33 殿部田古墳群 5,12,15,17号墳 芝山町 高谷川 4 15
34 大塚古墳群 多古町 多古橋川 10 3
35 桜宮古墳群 多古町 多古橋川 1 1 1
36 多古台古墳 多古町 多古橋川 1
37 谷上古墳群 多古町 多古橋川 1 3
38 瀬谷台古墳群 栗源町 栗山川 1 4
39 子ノ神横穴群 栗源町 栗山川 基数不明
40 小瀬谷横穴群 栗源町 栗山川 基数不明
41 南古墳群 栗源町 栗山川 1 4
42 五十塚古墳群 多古町 栗山川 71 2
43 山王古墳群 多古町 栗山川 4 7
44 向古墳 栗源町 栗山川 1
45 長谷古墳 栗源町 栗山川 1
46 前野古墳群 栗源町 栗山川 1 1
47 矢沢古墳群 栗源町 栗山川 1 9
48 田嶋古墳 栗源町 栗山川 1
49 内野古墳群 多古町 栗山川 12 4
50 坂並白貝古墳群 29、51号墳 多古町 栗山川 10 41 2
51 淀台古墳群 2号墳 多古町 栗山川 2 30 1
52 飯土井台古墳群 多古町 栗山川 1 11 4
53 小川台古墳群 1、5号墳 光町 栗山川 5 13 1
54 虫生古墳群 光町 栗山川 1 2
55 芝崎古墳群 光町 栗山川 1 14
56 塚原古墳群 1号墳 八日市場市 栗山川・借当川 1 20
57 江川横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
58 浅間台横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
59 小下田原横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 30
60 小下田原古墳群 八日市場市 栗山川・借当川 6 11 5
61 神崎古墳群 八日市場市 栗山川・借当川 1 2 1
62 撥山古墳群 2号墳 八日市場市 栗山川・借当川 1 3
63 石取台横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
64 城ノ内横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 6～
65 鷲ノ山横穴群 1号横穴 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
66 八重崎横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
67 大浦横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 2～
68 内山城横穴 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
69 雉子ノ台古墳群 八日市場市 栗山川・借当川 2 9
70 馬洗横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
71 貝乱坊横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
72 鶴地土横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
73 金原大堀古墳群 八日市場市 栗山川・借当川 1 17 8
74 関向古墳 八日市場市 栗山川・借当川
75 美女塚横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
76 丸山横穴群 八日市場市 栗山川・借当川 基数不明
77 鏑木古墳群 御前鬼塚古墳 干潟町 栗山川・借当川 7 9
78 北条塚古墳群 北条塚古墳 多古町 栗山川・借当川 1 1 1
79 坂古墳群 多古町 栗山川・借当川 10 1
80 土仏古墳群 多古町 栗山川・借当川 12
A 小金台廃寺跡 芝山町 木戸川
B 山田廃寺跡 芝山町 木戸川
C 小川廃寺跡 松尾町 境川
D 埴谷横宿廃寺跡 山武町 境川
E 嶋戸東遺跡 成東町 境川
F 真行寺廃寺跡 成東町 境川
G 湯坂廃寺跡 成東町 作田川
H 八日市場大寺廃寺 干潟町
墳形不明
表２　九十九里の主要遺跡
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バースの中に局地トラバースを組み込み、世界測地系第Ⅸ系に座標を変換した。以下ではトラ
バースの設定と水準・地形測量の方法について詳述する（図3・表3）。
３－１　トラバース測量
　まず、測量に際しては1991年に芝山町教育委員会が日経コンサルタント株式会社に委託して作成
した原図を参考にした。測量開始時には、日経コンサルタントが敷設した基準杭を発見することがで
図２　高田２号墳の位置と既住の調査
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きなかったため、前方部頂点の中央に置いたP1から後円部のP0を視準したラインを仮想主軸として、
始点 P1をX100.000、Y100.000とする局地座標を設定した。そして、墳丘測量のための基準杭として
P路線閉合トラバースを組んだ（P1→ P2→ P3→ P4→ P5→ P6→ P7→ P8→ P9→ P10→ P11→ P1）。
P路線は各杭間の水平距離を10 ～ 12mの等間隔としたが、測点間の距離が近接することに起因する
観測誤差が大きく、全体の移動で夾角に関して52秒の観測誤差が生じ、均等補正を行なった。その
結果、距離の誤差はX方向で１㎜、Y方向で３㎜にとどまり、観測距離に応じた補正を行った（2）。
　次に、墳丘外側の自然地形の測量を目的として、既知点 P2を始点とし、P11を終点とする R路
線結合トラバースを組んだ（P2→R1→R2→R3→B→R4→A→R5→R6→R7→R8→R9→R10→R11→
R12→ R13→ R14→ P11）。夾角の誤差は22秒、水平距離の誤差は X方向１㎜、Y方向５㎜だった。
　この P路線・R路線を基本として測量を開始したが、測量を進めていくうちに墳丘南側の杭が
不足したため、既知点 P1を始点とし、B を終点とする S 路線結合トラバースを追加した
（P1→ S1→ S2→ S3→ S4→ S5→ S6→ S7→ B）。夾角の誤差は15秒、水平距離の誤差はX方向２㎜、
Y方向０㎜だった。また、調査の進展に伴って墳丘表面に浮き上がるようにして堆積していた腐葉
土が踏み固められたため、1991年に日経コンサルタントが敷設した後円部の基準点（NT.22）と前
方部の基準点（NT.21）のプラスチック杭を発見した。観測によって確認したところ、両者の位置
関係は当時の観測値とミリ単位の平面的なズレしか存在しないことが判明したため、NT.22を C、
NT.21を Dと改称して、この２点を今回のトラバース網に組み込むQ路線結合トラバースを組んだ
（P7→ Q1→ C→ Q2→ Q3→ D→ Q4→ Q5→ Q6→ Q7→ P5）。墳丘上の近接した場所に設定したQ
路線は、杭間の水平距離が６～９mと最も短いトラバースで、そのため観測誤差も大きく、夾角で
１分の誤差があり、補正後の水平距離の誤差はX方向２㎜、Y方向０㎜だった。このQ路線トラ
バースによって過去の調査成果をミリ単位の誤差で今回の測量図に対応させることが可能になった。
　以上、都合４重のトラバース網を設定して測量を行った。なお、１つのトラバース路線に関し
ては必ず１日の作業時間内に終了することとし、杭間距離の短い場所では杭直上にシャープペン
シルの芯を立てて視準して２対回の観測を行うなど、観測誤差の最小化に努めた。その結果、各
点に TS を設置してもほとんどの杭で理論値と観測値の誤差は２～３㎜におさまっていた。雨の
翌日などは各杭の標高が５㎜～ 10㎜ほど沈降するなどの誤差はあったが、XY方向の誤差に関し
て言えば、測量期間を通じて５㎜以内の精度を維持することができた。
　最後に、墳丘測量の局地トラバースを世界測地系に組み込むため、既知の１級基準点（1-6-
16S）を始点とし、古墳の局地トラバースを経由して、他の既知１級基準点（1-6-15S）を終点と
する結合トラバースを組んだ。始点に関しては与点が存在するが、終点に関しては視準できる与
点が存在しないため、最終的な座標計算では夾角の補正は行わず、水平距離の補正のみ行った。
結果的には理論値と観測値の誤差が予想よりも小さかったため、補正をかけた上で、今回の局地
座標A・B・Q4の３点に世界測地系第Ⅸ系の座標を落とし、トラバースの設定を終了した。
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図３　高田２号墳トラバース網（S＝ 1/700）
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３－２　水準測量
　トラバース測量によって基準杭に座標を設定した後、水準測量を行った。まず、1991年に行わ
れた旧調査の標高を確認するため、１級基準点（1-6-15S）と芝山中学校内の四等三角点
（TR45340435201）よりそれぞれ往復によってレベルを移動した。両者のレベルは約６㎝の差
だったが、旧調査の標高との差が60㎝以上と大きかったため、より正確な標高の観測を目的とし
て、はにわ台児童公園内の水準点（SB-3）より往復によってレベルを移動した。結果、旧調査及
杭 路線 点名 X Y Z 備　考
1
P（閉合）
P1 100.000	 100.000	 44.522	
2 P2 92.028	 108.586	 42.096	
3 P3 102.723	 108.756	 41.797	
4 P4 114.323	 111.367	 41.643	
5 P5 125.331	 113.533	 41.298	
6 P6 137.262	 109.816	 40.569	
7 P7 134.134	 99.863	 41.302	
8 P8 130.139	 87.939	 41.060	
9 P9 118.607	 85.628	 41.197	
10 P10 106.974	 83.740	 40.415	
11 P11 98.211	 88.996	 41.911	
12
R（結合）
R1 77.657	 123.808	 41.520	
13 R2 100.057	 128.138	 41.186	
14 R3 112.369	 114.505	 41.013	
15 B
125.510	 124.291	
41.035	︲32. 784.425 ＋50,860.836 世界測地系第Ⅸ系
16 R4 146.768	 114.744	 40.285	
17 A
141.708	 96.434	
40.163	
標高は水準点から移動
︲32, 753.928 ＋50, 850.416 世界測地系第Ⅸ系
18 R5 159.814	 103.595	 39.398	
19 R6 162.794	 86.769	 39.231	
20 R7 147.860	 72.349	 40.404	
21 R8 127.779	 63.837	 39.746	
22 R9 120.603	 79.932	 40.556	
23 R10 111.467	 62.358	 39.782	
24 R11 96.173	 73.726	 40.683	
25 R12 83.296	 59.647	 39.053	
26 R13 72.235	 76.732	 40.671	
27 R14 77.254	 94.391	 41.178	
28 P0 ― ― 44.725	 主軸決定の後視点
29
Q（結合）
Q1 126.336	 94.786	 43.579	
30 C 120.532	 99.177	 44.738	 日経後円部基準杭NT.22
31 Q2 114.829	 94.330	 43.384	
32 Q3 107.130	 93.063	 42.198	
33 D 100.497	 99.388	 44.526	 日経前方部基準杭NT.21
34 Q4
106.233	 103.706	
43.243	︲32, 785.493 ＋50, 832.661 世界測地系第Ⅸ系
35 Q5 114.311	 104.657	 43.261	
36 Q6 121.650	 105.932	 43.564	
37 Q7 128.513	 106.161	 42.677	
38
S（結合）
S1 91.381	 100.506	 42.721	
39 S2 82.385	 102.805	 41.332	
40 S3 73.634	 108.109	 41.473	
41 S4 78.689	 117.179	 41.403	
42 S5 89.144	 121.043	 41.274	
43 S6 98.470	 122.872	 41.091	
44 S7 111.401	 117.131	 40.799	
表３　基準点成果
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び今回使用した１級基準点・四等三角点の標高に関しては、実際の標高と大きな誤差が存在する
点を確認した。千葉県の公表データによると水準点（SB-3）も１年で -6.9㎜の変動量があるため、
長期間にわたって正確な標高を維持することは難しいが、今回の調査では2010年１月に観測され
た最新の成果に基づいて全ての使用杭に標高を設定した。結果として、旧調査と本調査共通の基
準杭である C（NT.22）の標高も、旧調査では45.370m、本調査では44.738m と -0.632m の差を持
つこととなり、等高線表現も旧調査とは大きく異なった。
３－３　地形測量
　トラバース・水準測量終了後、実際の測量作業を開始した。地形測量に際しては、
LeicaTCR805、SokkiaSET20KS、Sokkia500S の３台を使用し、３班体制で作業を進めた。地形
測量には、等高線を追いかける「直接法」と計算によって等高線を表示させる「間接法」の２者
あるが、観察による測量図作成を重視し、今回は考古学の伝統的な方法である直接法を採用した。
　作業に際しては、まず全ての参加者が視覚的に等高線を共有できることを重視し、各等高線に
目印を置くことにした。具体的には、割り箸４本を布テープによって60㎝ほどに繋ぎ、一端に
赤・青・黄の布テープを貼って色分けした「カラーピンポ－ル」を300本作製し、オートレベル
によって等高線ごとに変換点を注意しながら等高線を表示した。その後、カラーピンポールの位
置に手持ちのミニプリズムを立てて測距し、各点の XYZ の三次元情報を全て記録するとともに、
座標を方眼紙上にプロットし地形を細かく観察しながら等高線を結線した。傾斜変換線も同様に
観察によってピンポールを立て、測量を行った。
　測量図の縮尺は100分の１とし、測量範囲を旧調査とほぼ同じ南北100m、東西100m の約
１万㎡の範囲とした。方眼紙は合計９枚に紙割りして作業を進めた。当初は、調査対象の全範囲
の10㎝等高線作成を予定していたが、天候による作業の遅延やレーダー・電気探査にかかる時間
的制約から、まずは全域の20㎝等高線測量図を作成した後に、墳丘部分に関してのみ20㎝等高線
の間隙を埋める10㎝等高線測量図の作成を行った。なお、10㎝等高線の作成に関して言えば、従
来の平板による測量作業が数センチ単位の誤差を含んでいるのに対して、ＴＳ測量であれば誤差
を数㎜に抑えることができるので、10㎝等高線でも難なく座標のプロット及び結線が可能だった。
また、等高線作成の際には極力測点を多くして、微地形を図面に反映できるように各班単位の現
地観察を重視して作業を進めた。
　測量作業は当初の予定より５日間の延期によって作業が終了した。	 （城倉正祥）
４．測量成果
４－１　墳丘・周溝の現地形
　墳丘に関しては、10㎝等高線の測量図をもとに詳述する（図４・５）。
墳丘の高さ　まず墳丘の高さは、後円部最高点で44.691m、前方部の最高点で44.436m、両地点で
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図４　高田２号墳全体図（S＝ 1/700）
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図５　高田２号墳墳丘測量図（S＝ 1/400）
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0.255m の比高があり、後円部が若干高い。後円部の墳頂平坦面は東南側にやや崩れて広がって
いるが、基本的にはよく残っている。一方、前方部の墳頂平坦面はかなり狭く、後円部に向かっ
て緩やかに傾斜変換線が尾根状に続き、くびれ部付近で標高43.6m 前後の平坦面を持った後に、
後円部にとりつく。一方、墳裾は墳丘北側で40.6m 前後、南側で41.0m 前後、約0.4m の比高があ
る。これは、墳丘南側から続く台地が北側の谷状地形に向かって緩やかに下がっていく傾斜地に
古墳が築造されているためである。故に、現状の墳裾から後円部最高地点までの高さは、南側で
3.691m、北側で4.091m になる。なお、前方部の高さは前面墳裾から3.136m である。
後円部の現状　墳丘東側の後円部の一部は南北に走る林道によって削られており、41.0m の墳丘
等高線を境にして、道路面40.2m 前後まで約0.8m の比高をもって崖状に落ち込んでいる。道路沿
いの後円部東南側では３か所の崩落が認められ、雨水の浸食によるものと思われる。後円部の等
高線は基本的に綺麗な円形を描くが、南側の等高線はやや直線的になっている。それに対応する
ように南側墳裾の等高線は乱れており、後円部墳頂・墳丘斜面・墳裾が南東方向に全体的に崩れ
ていることがわかる。
　後円部墳頂の平坦面は、明らかに土にしまりがなく凹凸が認められるため、複数回にわたる盗
掘を受けていることが予想されるが、石材の露出など埋葬施設の存在を示す痕跡は一切認められ
ない。くびれ部に関しても、南側を中心に大きな撹乱坑が３か所以上認められるが、埋葬施設の
痕跡は認められない。
前方部の現状　前方部には大きな崩落や撹乱の痕跡は残っていないものの、1991年段階の調査ト
レンチが５か所の明瞭な凹みとして残存している。等高線を見ると、前方部側面の傾斜がきつい
のに対して、前面は明らかに傾斜が緩い。過去の発掘調査の成果から本来の墳裾と現状の見かけ
の墳裾の位置が大きくずれない点が判明しているので、本古墳は築造時本来の形をかなり保って
いると考える。すなわち、前方部前面の傾斜は当初から緩やかに設計されていたと推察される。
さらに、前方部側面と前面の境界にあたる傾斜変換線は、前方部墳頂を頂点として三角形を描く
稜線を形成する。これが墳丘築造時の形状を反映しているものか、後世の浸食によって角が削ら
れたためなのか判断は難しいが、過去の発掘調査でも北側の墳裾隅角部分は２か所の変換点を確
認している事実が注目される。
テラスと墳裾の位置　墳丘テラス面に関しては、現状の測量図から明確に読み取ることは難しい。
しかし、後述する GPR 探査の成果によれば、42.0m の等高線付近に反射の強い箇所が認められ、
テラス面・埴輪列の可能性が指摘されている。その視点で測量図を見ると、前方部前面の42.0m
の等高線付近に傾斜の緩い地点が存在しており、この位置にテラス面が想定できる。
　一方、墳裾の傾斜変換線は、前方部南側隅角部分が大きく削られている点を除けば、過去の発
掘調査で検出している周溝の内側ラインによく一致している。
周溝の形状　周溝の範囲については、過去の調査で明瞭な落ち込みを確認しているため、ほぼそ
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の範囲を特定できる。特に、墳丘北側のくびれ部付近の窪みは本来の周溝の範囲をよく反映して
いる。一方、後円部北東側にみられる窪みは GPR 探査でも反射が強く出ているため、周溝の外
側線が直線的に続くことが予想される。つまり、長方形周溝の可能性が高い。
　また、道路を挟んだ東側では、旧調査で周溝と考えられる落ち込みを検出している。旧調査で
は、後円部東側裾部に平坦面が存在し距離をもって周溝の落ち込みが始まると結論付けられてい
るが、想定される後円部墳裾が道路の中心部周辺に位置することからすれば、後円部東側墳裾の
み約７m もの平坦面を持つことになり不自然である。現状では二重周溝の可能性を考えておく
のが最も可能性が高い。
４－２　墳丘形態の復原と比較
　過去の発掘調査と今回の測量・GPR 探査の成果を踏まえた上で、高田２号墳の墳丘形態の復
原案を示し、他古墳との比較を行う。
　まず、後円部・前方部の墳頂平坦面とその最高地点、及び過去の調査で検出された後円部南北
の墳裾の位置から、後円部の中心点と主軸線を設定した。この仮想中心点から検出されている後
円部墳裾までを半径として円弧を描くと、現地形における墳裾の傾斜変換線とよく一致すること
がわかる（図６）。後円部東側墳裾は道路の中央部分に本来は位置していたと思われる。さらに、
過去の調査で検出している前方部の北側隅角から、前方部側面・前面の墳裾を繋ぎ前方部の形状
を復原した。この後円部と前方部の復原ラインの交点がくびれ部にあたるわけだが、南北のくび
れ部の位置は現状ではシンメトリーではなく、南側くびれ部は若干東寄りに復原できる。以上の
想定からすると、高田２号墳は、墳丘長52.0m・後円部径17.0m・前方部幅34.0m の規模になる。
　前述したように本古墳は長方形二重周溝が想定されるが、道路の東側トレンチで内溝を検出し
ていないことからすれば、内側の周溝はこのトレンチの西側までで収束すると思われる。つまり、
道路東側トレンチで検出している落ち込みは二重周溝の外溝に該当する可能性が高い。
　この高田２号墳の復原案を踏まえた上で、殿塚古墳・朝日の岡古墳・人形塚古墳との平面的な
比較を示したのが図７である。後円部の直径と前方部幅がほぼ同じという「寸胴」な墳丘形態、
いずれの古墳でも想定される長方形二重周溝など平面形の類似度が極めて高い点が注目される。
特に、全面発掘によって墳丘の構造が判明している人形塚古墳と今回の調査対象である高田２号
墳の共通性が高い点に注意したい。墳丘長を合わせる形で両者を比較すると、後円部東側の内
溝・外溝の位置が完全に合致する。また、人物埴輪の樹立位置によって判明している人形塚古墳
のテラス面は、後述する GPR 探査で想定される高田２号墳の42.0m 等高線の位置にほぼ一致し
ている（図７左下）。
　以上から、殿塚古墳・朝日の岡古墳・人形塚古墳・高田２号墳の４古墳は、平面形を共有する
相似墳の可能性が高いと考える。ここでは、最も規模の大きい殿塚古墳の存在から、「殿塚型」
墳丘規格と呼称しておく（3）。
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　一方、これら４古墳の主軸の立面形を比較したのが図６下である。平面形の比較図と同じく４
古墳の墳丘長を合わせる形で高さを比較している。殿塚古墳・朝日の岡古墳・人形塚古墳の立面
形は類似度が高い。しかし、高田２号墳は上記３古墳に比べ、高さが著しく低い。同じ平面形を
共有しながら立面形におけるこのような差異は何を意味するのか。設計の問題、階層差の問題な
ど今後より議論を深めなければならない。平面的な検討だけでなく立面的な構造比較を進めてい
く必要を感じる（新納2011など）。	 （城倉正祥）
図６　高田２号墳墳丘復元図と墳丘高の比較
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図７　「殿塚型」墳丘規格の諸例
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５．GPR 探査
　千葉県芝山町高田２号墳の非破壊的手法による情報収集を目的として、早稲田大学と奈良文化
財研究所は連携研究を締結し、2011年８月22日～ 25日の４日間物理探査を実施した。以下、概
要を報告する。
作業の目的　本古墳は範囲確認の発掘調査が実施され、長方形周溝の存在が想定されている。し
かし、墳丘部分の調査は充分ではなく、また埴輪の存在が知られることから、以下の解明を目的
とした。
①周溝形状の把握：既に存在が知られる周溝形状を確定し、想定される二重周溝の存在の有無
についても検討を行う。
②主体部の位置と種別の特定：主体部の位置を特定する。
③埴輪の存在と配置の確認：当地域の埴輪は大型のものが多く、その樹立状況や埋没状況を把
握できる可能性がある。
手法の選択　地中レーダー（GPR）及び電気探査を実施した。地中レーダー（以下 GPR：
Ground	Penetrating	Radar）は地中へ電磁波を発信し、その反射を受信することを通じて地中内
の構造や埋蔵物を把握する技術である。他手法に比べて迅速な情報収集が可能で、分解能に優れ
る特性から利用が進んでいる。日本では、古墳の諸施設、柱穴や建物形状の確認等の成果をあげ、
遺跡の保護や適切な発掘調査計画の策定に寄与している（奈良文化財研究所2007）。本調査は
GPR を中心に作業を実施したが、主体部の位置と内容の検討は物性についての情報が必要と判
断し、電気探査もあわせて実施した。電気探査の成果については別途報告の予定である。なお、
対象物の存在する深度が浅いと考えられることや、埴輪をはじめとする古墳の外表部分の検討を
目的として、中心周波数400MHz のアンテナで古墳全体の探査を実施した。加えて、主体部の存
在の可能性のある後円部については、270MHz のアンテナを使用してより深い部分までの探査を
実施し、比較を行った。全ての測定は0.5m 間隔で行った。
成果　成果は取得された断面図（Profile）と Time-Slice 法による平面図である。平面図は任意の
深さごとに表示が可能であるが、ここでは代表的な23-30ns 付近の成果を墳丘測量図と重ね合わ
せて表示した（図８上）。既往の調査成果との比較により、前方部前面の強い線状の反射、墳丘
北西・南東部の両側面のやや強い線状の反射が周溝だと考える。平面形状は長方形の可能性が高
い。後円部北東側の現在の道路を挟んだ部分で確認された周溝は屈曲する位置が明瞭ではないが、
墳丘の両側面の X=15m および X=64m の線状の反射に対応する可能性もあり、この場合二重周
溝の外側にあたる。この点については、部分的な発掘調査による検証が必要である。
　主体部については、X=35m、Y=38m 付近の反射が該当する可能性を指摘できる。断面（profile）
による検討でも、墳丘中に異常部が存在することがわかる（図８下）。埴輪は、墳丘北側の標高
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図８　高田２号墳のGPR探査成果
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42mおよび43mライン付近に等高線に沿うような形で列状に強い反射があり、これが候補となる。
しかし、この反射が段築に起因するものか、あるいは両者の複合的な状況がみえている可能性も
あり、発掘調査を併用しつつ把握の可否を検討する必要がある。
課題と展望　探査で得られる情報には限界がある。しかし、発掘調査における地区設定や調査成
果との比較検討により相補的に遺跡情報の把握に寄与することが可能である（金田2008）。本研
究では続いて発掘調査が予定されており、当該地域における今後の探査の基礎資料を得ることが
可能であろう。また、古墳では地形補正や木の配置などの検討も重要であるが、これらも現状で
はできていない。今後、これらの作業を実施し、成果を確実なものとしたい。	 （金田明大）
６．埴輪
　今回の測量調査では、埴輪の表採資料は破片数点だったが、1991年の発掘調査ではテン箱で３
箱分の埴輪が出土している。しかし、芝山町教育委員会刊行の報告書では、６点の破片資料の写
真が掲載されるのみだったため、芝山町教育委員会の許可を得て整理を行った。以下、主要な個
体の実測図を提示して特徴を述べる（4）。
　高田２号墳出土埴輪は大きく２大別できる。
【Ⅰ群】	赤褐色、胎土に長石を多く含む、焼成があまく器表面が脆くてザラザラする。	
いわゆる九十九里Aタイプに属する埴輪。
【Ⅱ群】	明茶褐色、胎土に黒色の雲母と思われる鉱物を含む、焼成良好。	
いわゆる下総型に属する埴輪。
　Ⅰ群は、殿部田１号墳・小川崎台３号墳・小川台５号墳・にわとり塚古墳・高田１号墳など当
該地域の中小古墳に供給された九十九里Aタイプに属する埴輪である。一方、Ⅱ群は森台７号
墳・山田宝馬35号墳・山田宝馬127号墳・にわとり塚古墳などやはり中小古墳に供給された下総
型に属する埴輪である。九十九里地域における埴輪の位置付けに関しては、（城倉2009）でまと
めているので省略する。九十九里地域では、九十九里A・Bタイプと下総型が１古墳で共伴する
事例があり（朝日の岡古墳・にわとり塚古墳など）、埴輪の広域編年に関して重要な資料となっ
ているが、高田２号墳も２系統の共伴例として重要な事例となる（5）。
６－１　円筒埴輪
（１）九十九里A。口縁部の破片で、復原径約28㎝を測る。器壁が厚く、外面タテハケ・内面ナ
ナメナデ後ナナメハケを施す。突帯は２稜を明瞭に作出する。最上段外面に線刻が施される。最
上段が約８㎝と短く設定されるが、全体の条数は不明。（２）九十九里A。口縁部の破片で復原
径約28㎝を測る。器壁が厚く、外面タテハケ・内面ナナメナデ後ヨコハケを施す。突帯は下稜が
不明瞭である。最上段に鋸歯文の線刻を施す。外面には赤彩が明瞭に残る。最上段は約8.5㎝だ
が、全体の条数は不明。（３）下総型。口縁部の破片で復原径約21㎝を測る。器壁は薄く、外面
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タテハケ・内面ナナメナデ後ヨコハケを施す。突帯は１稜で突出度が低い。（４）下総型。底部
の破片で復原径約12㎝を測る。外面タテハケ・内面ナナメナデを施す。突帯は１稜で断続的に器
面にナデつける。底部は約４㎝の粘土帯を用いて成形する。（５）下総型。底部の破片で復原径
約12㎝を測る。外面タテハケ・内面タテナデを施す。突帯は崩れた台形を呈する。底部は約５㎝
の粘土帯を用いて成形し、内面には作業台圧痕が残る。底部Ｌ接合。（６）下総型。現状で最も
残存度の高い個体である。底部径13㎝、第１段10.5㎝、第２段13㎝を測る。比較的寸胴に立ちあ
がる器形で、第２段に対の透孔を穿孔する。外面タテハケ・内面タテナデを施す。突帯は１稜で
図９　高田２号墳出土円筒埴輪①（S＝ 1/4）
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断続ナデ技法によって丁寧にナデ付けられている。底部は約４㎝の粘土帯を用いて成形する。底
部Ｌ接合。下総型円筒通有の３条４段構成と思われる。（７）下総型。体部の比較的大きな破片
である。段間16㎝を測る。外面タテハケ・内面タテナデを施す。段間下よりに透孔を穿孔する。
突帯は崩れた台形を呈する。（８）下総型。体部の比較的大きな破片である。段間14.5㎝を測る。
外面タテハケ・内面タテナデを施す。段間ほぼ中央に透孔を穿孔する。突帯は２稜を作出し、断
続的にナデ付けている。（９）下総型。底部の破片である。底部高11.5㎝を測る。外面タテハケ・
内面ナナメナデを施す。突帯は１稜で断続ナデ技法によってナデ付ける。（10）下総型。底部の
図10　高田２号墳出土円筒埴輪②（S＝ 1/3）
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図11　高田２号墳出土形象埴輪（S＝ 1/3）
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破片である。底部高5.5㎝と著しく低く設定される。外面タテハケ・内面ナナメナデを施す。突
帯は１稜である。（11・12）下総型。透孔が残る体部の破片である。外面タテハケ・内面ナナメ
ナデを施す。12の突帯は崩れた台形を呈する。（13）下総型。体部の破片である。第２・３段に
対の透孔が穿孔される。外面タテハケ・内面タテナデを施す。突帯は１稜で鋭い三角形を呈する。
６－２　形象埴輪
（14）下総型。山田宝馬35号墳（芝山はにわ博物館1980）から出土している靫と酷似する破片。
靫の左袖頂部にあたる。内外面をハケ調整するが、外面は特に丁寧にナデ消している。（15）下
総型。14と同じく靫の左袖頂部にあたる。表面に粘土紐による紐表現が見られる。（16）下総型。
靫の円筒と袖の結合部分にあたる。表面に線刻が認められる。（17）下総型。靫あるいは人物の
円形浮文飾り表現。外面は丁寧にナデ調整するが、剥離した内面には指ナデの凹凸が明瞭に残る。
（18）下総型。前報告では人物の腕とされるが、両端部にナデによる凹みと反り上がりが認めら
れ、家形埴輪の鰹木と判断できる。（19）下総型。円筒部に回る突起部にあたると思われる個体。
器種は不明。（20）九十九里A。馬形埴輪のタテガミ。馬体部本体の頂部に左右から粘土紐を貼
付して成形している。（21）九十九里A。馬形埴輪の飾鈴。部分的に赤彩が認められる。（22）九
十九里 A。家形埴輪の底部。（23）九十九里 A。人物埴輪の裾部。横方向に線刻が認められる。
（24）九十九里 A。人物埴輪の鼻。赤彩が認められる。（25）九十九里 A。双脚人物埴輪の裾部
にあたると思われる個体。器壁が厚く、体部の径が上下で歪んでいる。
　以上、高田２号墳出土埴輪の特徴を列記した。九十九里Aの資料に関しては破片資料で全体
像を把握することが難しいが、下総型埴輪に関して言えば山田宝馬35号墳出土の円筒・形象埴輪
と酷似しており、古手の下総型に位置付けることができる。その点から、九十九里 A も殿部田
１号墳・小川崎台３号墳と小川台５号墳の間に、年代的には位置付けることができよう。すなわ
ち、高田２号墳は隣接する高田１号墳よりも一世代前の古墳と考えることができる。
（城倉正祥）
おわりに
　早稲田大学考古学研究室の新しいフィールド調査の第一弾として計画した高田２号墳の測量調
査では、TS 測量による10㎝等高線測量図の作成、レーダー・電気による地下探査など精度の高
い作業を蓄積できた。また、過去の発掘調査の成果も踏まえた上で、高田２号墳の墳丘・周溝形
態について蓋然性の高い復原案を示すこともできた。それによって、高田２号墳が当該地域の６
世紀中葉の首長墳：殿塚古墳と相似形である事実を再確認できた。高田１号墳に先行して築造さ
れた高田２号墳の被葬者は、村落単位の長に相当する地域の実力者とみられるが、武社国造に繋
がる当該地域の首長墳である殿塚古墳と同じ墳丘規格を採用していたことになり、地域社会の階
層構造を考える上で重要な事例といえる。
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　今回の測量・GPR 探査によって得られた知見は、発掘調査によってその成果を確認する必要
がある。特に、周溝形態・埴輪列・埋葬施設に関しては、今回の測量調査ではある程度の予測が
掴めた段階である。早稲田大学考古学研究室では、２次調査として本古墳の発掘調査を計画中で
ある。考古学的な基礎作業を一つ一つ進めることで、６～７世紀における九十九里の地域社会を
実証的に復原する研究を進めたい。	 （城倉正祥）
註
（１）	 本調査の費用は、城倉正祥・久保田慎二の学内個人研究費、青木弘の日本学術振興会特別研究員奨励費
（課題番号22・5675）を使用した。また、探査は早稲田大学と独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所
の連携研究の協定に基づき奈良文化財研究所が行った。さらに、芝山町教育委員会からは宿舎・仮設トイレ
の提供を受けた。なお、本稿の執筆は城倉正祥・久保田慎二・青木弘・金田明大が分担して行い、城倉が編
集した。図版は青木・今城未知が中心となって作成した。
（２）	 トラバース測量には、Leica のトータルステーションTCR805とプリズム GPR1を使用した。観測に際して
は各測点での前視・後視の夾角と水平距離を記録し、座標は「多角測量座標計算簿」によって手計算で算出
した。
（３）	「殿塚型」墳丘規格の特徴やその詳細については、稿を改めて詳述したい。
（４）	 埴輪の整理作業は、伝田郁夫・城倉正祥・久保田慎二・今城未知が行った。
（５）	 高田２号墳Ⅰ群は、破片資料から円筒・形象埴輪ともにそれほど大型にならないことが予想され、形象埴
輪の表現などからも九十九里Aタイプである可能性が高いと判断した。しかし、双脚武人と思われる個体も
存在するなど、殿塚・姫塚古墳などに代表される九十九里Bタイプである可能性も残る。
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